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【公開日】平成29年6月29日(2017.6.29)
【年通号数】公開・登録公報2017-024
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月19日(2020.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　動作を行う可動役物を原点位置に復帰させる復帰動作を行い、
　前記復帰動作の態様に応じて前記可動役物の初期動作を行い、
　前記可動役物が前記復帰動作前に原点位置にあった場合に前記可動役物の初期動作を実
行可能である、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
（１）本発明に係る遊技機は、上述した課題を解決するためになされたものであり、遊技
を行うことが可能な遊技機（例えば、図１に示す遊技機１等）であって、動作を行う可動
役物（例えば、図３３等に示す、演出制御用ＣＰＵ１２０によって動作が制御される、可
動役物１７３の回動機構１７３Ａ、開閉機構１７３Ｂ又はスライド機構１７３Ｃ、並びに
可動役物１７５の昇降機構１７３Ｄ等）を原点位置に復帰させる復帰動作（例えば、図４
０～図４３において示す、演出制御用ＣＰＵ１２０によって動作が制御される原点位置に
復帰する動作等）を行い、前記復帰動作の態様（例えば、図４０又は図４１において回動
機構１７３Ａが原点復帰動作をしない態様と、図４２又は図４３において回動機構１７３
Ａが原点復帰動作をする態様。また、図４０又は図４２において開閉機構１７３Ｂが原点
復帰動作をしない態様と、図４１又は図４３において開閉機構１７３Ｂが原点復帰動作を
する態様等）に応じて（例えば、図４０～図４３において、回動機構１７３Ａ又は開閉機
構１７３Ｂが原点復帰動作を行ったときには初期動作をしない態様等で、又は、回動機構
１７３Ａ又は開閉機構１７３Ｂが原点復帰動作を行わなかったときには初期動作を行う態
様等で）前記可動役物の初期動作（例えば、図４０～図４３に示すショートイニシャル動
作）を行い（例えば、図４３に示す、初期動作をしない態様を含む）、前記可動役物が前
記復帰動作前に原点位置にあった場合（例えば、図３３に示す原点センサ１７１Ａ、又は
図３４に示す原点センサ１７１Ｂがオン状態であった場合等）に前記可動役物の初期動作
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を実行可能である（例えば、図４０に示す、回動機構１７３Ａが（３）及び（６）の動作
において、及び開閉機構１７３Ｂが（４）及び（５）の動作において初期動作を行う等）
。
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